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万葉がたll

紫
陽
花
の
　
八
重
咲
く
如
く

八
つ
代
に
を
　
い
ま
せ
わ
が
背
子

見
つ
つ
思
は
む

橘
諸
兄
（
巻
二
十
・
四
四
四
八
）

こ
の
歌
は
、
7
5
5
年

（
天
平
隣
室
7
歳
）
5
月

日
日
に
、
左
大
臣
橘
諸
兄

が
平
城
京
内
の
右
大
弁
多

謹
関
大
の
邸
宅
で
開
い

た
宴
に
て
詠
ん
だ
三
善

（
四
四
四
六
～
四
四
四
八

番
歌
）
の
う
ち
の
一
つ
で

す
。
一
首
目
は
国
人
が
太

政
官
の
上
司
で
あ
る
諸
兄

の
長
寿
を
祈
る
歌
、
二
首

目
は
諸
兄
か
ら
国
人
へ
の

返
歌
で
す
。
今
回
取
り
上

げ
た
の
は
三
富
目
で
、
諸

兄
が
「
わ
が
背
子
」
の
長

寿
を
祈
る
も
の
で
す
。

国
人
は
後
に
、
諸
兄
の

嫡
男
・
奈
良
麻
呂
が
7
5

7
年
（
天
平
勝
宝
9
歳
）

に
起
こ
し
た
変
に
遠
軽
し

鶉
塞
繋

し
て
都
を
離
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
連
座
し
た

の
ば
、
植
民
に
近
い
立
場

で
あ
っ
た
た
め
で
し
ょ

う
。
今
回
の
宴
は
諸
兄
が

主
催
し
た
体
裁
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
国
人

が
自
邸
の
宴
に
諸
兄
を
招

待
し
た
と
推
測
さ
れ
ま

す。
こ
の
裏
の
後
、
同
年
5

月
1
8
日
（
四
四
四
九
～
四

四
五
一
番
歌
）
と
日
月
2
8

日
（
四
四
五
四
番
歌
）
に

奈
良
麻
呂
邸
で
宴
が
開

か
れ
、
諸
兄
も
出
席
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
宴

が
、
奈
良
麻
呂
の
変
の

謀
議
の
場
で
あ
っ
た
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
変
の

後
、
事
前
に
届
け
出
の

な
い
宴
は
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

同
年
Ⅱ
［
婦
哺
聖
武
太

上
天
皇
が
病
臥
し
て
お

り
、
こ
の
間
に
諸
兄
が
不

敬
な
発
言
を
し
た
と
聾

さ
れ
ま
す
。
こ
の
件
は
不

問
に
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

諸
兄
は
左
大
臣
を
辞
任
し

ます。本
歌
の
「
わ
が
背
子
」

が
聖
武
太
上
天
皇
か
国
人

か
、
判
断
の
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
仮
に
、
聖
武
太

上
天
皇
を
指
し
て
い
る
の

な
ら
、
諸
兄
と
の
良
好
な

関
係
を
宗
唆
し
ま
す
。

藤
原
仲
麻
呂
の
台
頭
に

よ
り
、
政
治
的
影
響
力
を

失
い
つ
つ
あ
る
諸
兄
に

と
っ
て
、
聖
武
太
上
天
皇

と
の
関
係
は
重
要
な
も

の
で
し
た
。
本
歌
を
詠
ん

だ
半
年
後
の
謹
言
に
よ

り
、
政
治
生
命
を
絶
た

れ
た
諸
兄
の
思
い
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

（
県
立
万
葉
文
化
館
主
任

研
究
員
・
中
本
和
）

A
訳
V
紫
陽
花
が
八
重
に
咲
く
よ
う
に
、
い
よ
い
よ

長
い
年
月
を
生
き
て
く
だ
さ
い
よ
、
あ
な
た
。
紫
陽

花
を
見
な
が
ら
あ
な
た
を
お
慕
い
し
ま
し
ょ
う
。
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万葉がたIl

兜
が
家
も
　
臨
ぎ
て
見
ま
し
を

大
和
な
る
　
大
島
の
観
に
　
家
も
あ
ら
ま
し
を
　
蔀
天
皇
（
巻
二
・
九
一
）

斉
明
天
皇
7
年
7
月
2
4

日
（
西
暦
6
6
1
年
8
月

2
4
日
）
に
斉
明
天
白
蘇
渡

し
、
天
智
天
皇
が
弥
制

し
ま
し
た
。

称
制
と
は
『
史
記
』
や

『
漢
書
』
に
み
え
る
話
で
、

本
来
は
天
子
が
幼
い
と
き

に
皇
太
后
が
政
治
を
代
行

す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

が
、
日
本
に
お
い
て
は
、

先
の
天
皇
が
亡
く
な
っ
た

後
、
新
天
皇
が
即
位
の
儀

を
行
わ
な
い
ま
ま
に
執
政

す
る
こ
と
を
い
い
ま
し

た。

冒
本
書
醤
冨
張
れ

ば
、
斉
明
天
皇
は
百
済
へ

援
軍
を
護
の

筑
紫
の
朝
倉
楠
広
庭

宮
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
と

あ
り
ま
す
。
6
4
5
年
の

乙
巳
の
変
以
降
、
実
権
を

握
り
な
が
ら
も
皇
位
に
つ

か
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
中

大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）

で
す
が
、
斉
明
天
皇
亡
き

後
、
救
援
軍
の
指
揮
が
急

務
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
翌
年
に
か
け
て
準
備

を
進
め
唐
・
新
羅
軍
へ
挑

ん
だ
も
の
の
、
6
6
3
年

に
白
村
江
の
戦
い
で
大
敗

し
、
百
済
は
滅
亡
し
ま
し

た。
そ
の
後
、
天
智
天
皇
は

壱
岐
・
対
馬
・
筑
紫
に
防

人
を
置
き
、
太
宰
府
防
衛

の
た
め
の
麓
を
築
き
、

近
江
大
津
宮
に
遷
都
し

て
、
6
6
8
年
に
よ
う
や

く
即
位
し
ま
す
。
し
か
し
、

翌
6
6
9
年
に
は
右
腕
で

あ
っ
た
藤
原
鎌
足
が
亡
く

な
り
、
自
身
も
6
7
1
年

に
浸
し
ま
し
た
。

こ
の
歌
は
天
智
天
皇
が

鏡
王
女
へ
贈
っ
た
歌

で
、
大
和
国
以
外
の
場
所

か
ら
「
大
和
な
る
大
島
の

嶺
」
を
眺
め
、
鏡
王
女
の

家
が
そ
こ
に
あ
っ
た
ら
克

つ
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る

の
に
、
と
実
際
に
は
見
え

な
い
こ
と
を
嘆
い
た
内
容

で
す
。
天
智
天
皇
代
の
歌

と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
作
歌
時
期
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
夫

島
の
嶺
」
は
所
在
未
詳
で

あ
り
、
一
説
に
倍
賞
山
や

高
安
山
と
さ
れ
、
孝
徳
天

皇
代
の
難
波
宮
で
詠
ん
だ

歌
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す

。

　

　

　

窯

鯵

気
英
知
塞
環
畦
は
額
田

王
や
久
米
禅
師
な
ど
に

よ
る
多
彩
な
歌
が
詠
ま

れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す

が
、
天
皇
自
身
の
作
と

し
て
は
三
山
歌
（
巻
一

・
三
一
～
一
五
）
と
こ
の

歌
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す。
（
県
立
万
葉
文
化
館
・
井

上
さ
や
か
）

＜
訳
∀
お
前
の
家
も
見
つ
づ
け
て
い
た
い
の
に
。

大
和
の
大
島
の
山
に
家
も
あ
れ
ば
よ
い
も
の
を
。


